
 

 

    
 

 
氏

 
 

 
 

 
 

 
名

 

   

住
 

 
 

 
 

 
 

所
 

 
日

本
の

農
業

再
生

に
と

っ
て

、
い

ま
最

も
必

要
な

の
は

、
農

業
経

営
を

安
定

し
て

持
続

で
き

る
条

件
を

保
障

す
る

た
め

の
制

度
を

整
備

･
充

実
す

る
こ

と
で

す
。

同
時

に
、

日
米

Ｆ
Ｔ

Ａ
、

日
豪

Ｅ
Ｐ

Ａ
、

Ｗ
Ｔ

Ｏ
交

渉
推

進
な

ど
の

輸
入

自
由

化
路

線
を

転
換

し
、
食

料
主

権
を

保
証

す
る

貿
易

の
ル

ー
ル

を
確

立
す

る

こ
と

で
す

。
 

 
民

主
党

政
権

が
、

１０

年
度

か
ら

始
め

よ
う

と
し

て
い

る
｢
戸

別
所

得
補

償
制

度
｣
の

モ
デ

ル
事

業
。
事

業

の
内

容
が

明
ら

か
に

な
る

に
つ

れ
、

問
題

点
が

う
き

ぼ
り

に
な

っ
て

き
て

い
ま

す
。

 

農
業

再
生

を
求

め
る
要

望
書

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
内

閣
総

理
大

臣
 
様

 

 

<
要

望
事

項
>
 

一
、
再

生
産

が
可

能
な

農
家

収
入

を
保

障
す

る
価

格
保

障
・
所

得
補

償
と

、
関

税
な

ど
国

境
措

置
の

維
持

･
強

化
を

一
体

で
す

す
め

る
こ

と
。
 

 
 
二

、
ミ

ニ
マ
ム

ア
ク

セ
ス

米
の

「
義

務
的

」
輸

入
を

や
め

、
日

米
Ｆ

Ｔ
Ａ

、
日

豪
Ｅ

Ｐ
Ａ

に
反

対
す

る
と

と
も

に
、
貿

 

易
拡

大
一

辺
倒

の
Ｗ

Ｔ
Ｏ

農
業

協
定

の
改

定
な

ど
、
各

国
の

食
料

主
権

を
保

証
す

る
貿

易
ル

ー
ル

の
確

立
 

を
は

か
る

こ
と

。
 

切
り

取
り

線
 

あなたの思いをお書き

ください。 

２０１０年春季号外 日本共産党の政策と見解を紹介します。        発行責任者 津市下弁財町２５０９ 落合郁夫 電話０５９－２２７－７３０１ 
あなたのあなたのあなたのあなたの声声声声でででで実現実現実現実現をををを。。。。署名署名署名署名にごにごにごにご協力下協力下協力下協力下さいさいさいさい    
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○
転
作
作
物
へ
の
補
助
金
が
、
大
幅
に
減
額

○
転
作
作
物
へ
の
補
助
金
が
、
大
幅
に
減
額

○
転
作
作
物
へ
の
補
助
金
が
、
大
幅
に
減
額

○
転
作
作
物
へ
の
補
助
金
が
、
大
幅
に
減
額
    

 
こ

れ
ま

で
、
作

物
ご

と
の

助
成

額
を

地
域

の
裁

量
で

決
め

る

こ
と

が
で

き
て

い
た

転
作

助
成

を
、
全

国
一

律
に

。
麦
・
大

豆

な
ど

は
１

０
㌃

当
た

り
３

万
５

千
円

と
な

り
、
「

麦
や

大
豆

な

ど
の

集
団

転
作

が
崩

壊
す

る
」

と
、

声
が

あ
が

っ
て

い
ま

す
。
 

○
所
得
補
償
の
水
準
が
全
国
一
律
で
、
生
産
費
よ

○
所
得
補
償
の
水
準
が
全
国
一
律
で
、
生
産
費
よ

○
所
得
補
償
の
水
準
が
全
国
一
律
で
、
生
産
費
よ

○
所
得
補
償
の
水
準
が
全
国
一
律
で
、
生
産
費
よ

り
も
低
い
水
準
に
と
ど
ま
る

り
も
低
い
水
準
に
と
ど
ま
る

り
も
低
い
水
準
に
と
ど
ま
る

り
も
低
い
水
準
に
と
ど
ま
る
    

民
主

党
政

権
は

、
「

標
準

的
な

生
産

費
」

を
、

お
米

１
俵

１

万
３

７
０

３
円

と
、
農

水
省

公
表

の
１

万
６

４
９

７
円
（

全
国

平
均

）
よ

り
、

か
な

り
低

い
水

準
に

設
定

。
 

し
か

も
、

米
価

暴
落

へ
の

対
策

は
あ

り
ま

せ
ん

。
 

 ①再生産が可能な農家収入を保障する価格保障･所得補償

と、②関税など国境措置の維持強化を一体ですすめ、歯止め

ない輸入自由化路線を転換する。（詳しくは、党中央委員会ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞを参照、またはご連絡頂ければ（℡０５９-227-7301）政策をお届けします） 
○
輸
入
自
由
化
促
進
と
一
体

○
輸
入
自
由
化
促
進
と
一
体

○
輸
入
自
由
化
促
進
と
一
体

○
輸
入
自
由
化
促
進
と
一
体
    

    
 

鳩
山

首
相

は
｢
農

業
の

振
興

を
損

な
う

こ
と

は
し

な
い

｣
と

言
い

な
が

ら
、
日

本
の

農
業

に
壊

滅
的

打
撃

を
与

え
る

日
米

Ｆ

Ｔ
Ａ
（

自
由

貿
易

協
定

）
な

ど
輸

入
自

由
化

を
「

前
向

き
に

取

り
組

む
」
と

答
弁

。
こ

れ
で

は
、
自

公
政

権
と

変
わ

り
ま

せ
ん

。
 

 

ど
ん

な
対

策
を

や
っ
て

も
、
輸

入
自

由
化

を
進

め
て

い
て

は
、
穴

の
開

い
た

バ
ケ

ツ
に

、
水

を
注

ぐ
よ

う
な

も
の

で
す

。
 


